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風

力

鬼
も
十
八
、
番
茶
も
出
花

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
モ
デ
ル
島
を
目
指
せ
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑫

な
り
口
永
良
部
島
で
も
突
然

噴
火
し
島
民
が
全
員
避
難
し

た
。
ま
た
、
観
光
地
の
箱
根

や
避
暑
地
の
軽
井
沢
に
近
い

浅
間
山
も
噴
煙
を
上
げ
て
い

る
。
地
底
の
鬼
が
、
動
き
出

し
た
感
す
ら
す
る
。
１
７
８

３
年
の
浅
間
山
噴
火
で
は
、

火
口
で
鬼
が
あ
ば
れ
、
岩
を

押
し
出
し
た
と
、
溶
岩
の
凝

結
地
帯
に
「
鬼
押
出
し
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。現

在
活
動
し
て
い
る
火
山

を
挙
げ
る
。
鹿
児
島
県
・
口

永
良
部
島
〔
噴
火
警
報
（
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
５
）〕、
岐
阜

県
／
長
野
県
境
・
御
嶽
山

〔
火
口
周
辺
警
報
（
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
３
）〕、
鹿
児
島

県
・
桜
島
〔
火
口
周
辺
警
報

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
）〕、

東
京
都
・
西
之
島
〔
火
口
周

辺
警
報
（
入
山
危
険
）〕、
熊

本
県
・
阿
蘇
山
〔
火
口
周
辺

警
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

２
）〕、
群
馬
県
・
草
津
白
根

山
〔
火
口
周
辺
警
報
（
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
２
）〕、
山
形
県

／
福
島
県
・
吾
妻
山
〔
火
口

周
辺
警
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
２
）〕、
山
形
県
／
宮
城

県
・
蔵
王
山
〔
火
口
周
辺
警

報
（
火
口
周
辺
危
険
）〕、
神

奈
川
県
・
箱
根
山
〔
火
口
周

辺
警
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

２
）〕、
長
野
県
／
群
馬
県
・

浅
間
山
〔
火
口
周
辺
警
報

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
）〕。

火
山
活
動
は
、
地
底
の
エ

「
鬼
も
十
八
、
番
茶
も
出

花
」
。
あ
る
意
味
で
は
失
礼

な
喩
え
を
引
用
し
た
が
、
こ

こ
で
は
、
何
事
に
も
好
機
が

あ
る
と
解
釈
す
る
。

最
近
、
活
発
な
火
山
活
動

が
日
本
列
島
を
刺
激
し
て
お

り
、
火
山
国
日
本
の
防
災
・

安
全
面
を
考
え
る
と
事
態
は

重
い
。
小
笠
原
列
島
の
西
之

島
で
は
新
陸
地
が
誕
生
し
拡

大
し
て
い
る
。
昨
年
、
御
嶽

山
が
突
然
噴
火
し
、
登
山
者

が
犠
牲
と
な
っ
た
。
今
年
に

ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
で
も
あ

る
。「
鬼
押
出
し
」
に
な
ぞ

ら
え
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
上
げ
る
。
地
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
一
つ
で
あ
る
が
、
日
本

で
は
資
源
探
査
の
困
難
さ
や

コ
ス
ト
高
、
設
備
の
劣
化
、

温
泉
地
と
の
対
立
性
な
ど
、

マ
イ
ナ
ス
面
が
強
調
さ
れ
、

活
用
が
遅
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
る
。
し
か
し
、

安
全
で
安
定
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
り
、
火
山
国
と
し
て

の
地
の
利
を
活
か
す
べ
き
対

象
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
社

会
的
受
容
性
が
課
題
で
あ
る
。

地
熱
発
電
で
は
、
熱
水
を

利
用
す
る
方
法
、
蒸
気
を
利

用
す
る
方
法
、
さ
ら
に
高
温

泉
水
を
利
用
す
る
バ
イ
ナ
リ

ー
方
式
な
ど
が
あ
り
、
各
地

の
資
源
条
件
に
照
ら
し
て
適

用
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
地
熱
発
電
と
風

力
発
電
の
利
用
を
進
め
る
八

丈
島
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ

る
。
羽
田
か
ら
飛
行
機
で
１

時
間
、
約
３
０
０
㌔
㍍
離
れ

た
八
丈
島
空
港
に
着
い
た
。

東
京
電
力
Ｏ
Ｂ
の
知
人
が
同

行
で
、
同
電
力
の
八
丈
島
事

務
所
長
の
出
迎
え
を
受
け
、

地
熱
発
電
所
と
展
示
館
の
八

丈
地
熱
館
を
見
学
し
た
。

八
丈
島
の
三
原
山
の
南

側
、
中
之
郷
地
区
に
あ
る
地

熱
発
電
所
の
出
力
規
模
は
３

千
３
０
０
㌗
で
、
当
時
は
同

じ
敷
地
に
定
格
出
力
５
０
０

地熱発電所の地上部分（硫化水素除去装置）と地熱館のキャッップブロックの解説画面。

ハ
ウ
ス
の
暖
房
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
八
丈
島
地
熱
発
電

所
の
近
く
に
も
温
泉
が
あ
る

が
、
地
下
の
キ
ャ
ッ
プ
ブ
ロ

ッ
ク
よ
り
浅
い
と
こ
ろ
で
地

下
水
が
暖
め
ら
れ
た
温
水
を

使
う
も
の
で
あ
り
、
地
熱
発

電
で
利
用
す
る
熱
水
と
は
無

関
係
で
、
温
泉
は
枯
渇
す
る

こ
と
は
な
い
。

八
丈
島
で
は
、
地
熱
発
電

や
風
力
発
電
を
利
用
し
て
、

「
21
世
紀
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
モ
デ
ル
島
」
を
構

築
し
よ
う
と
計
画
し
て
い

る
。
同
島
は
地
熱
や
風
力
、

さ
ら
に
波
浪
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

豊
富
で
あ
り
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
と
し
て
自
給
自
足
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
今
こ

そ
、
鬼
の
パ
ワ
ー
を
活
か
す

べ
き
好
機
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
選
択
す
る
か
否
か
に
関

わ
っ
て
い
る
。

㌗
の
風
力
発
電
機
も
設
置
さ

れ
て
い
た
が
現
在
は
撤
去
さ

れ
て
い
る
。
ほ
か
に
同
島
に

は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に

よ
る
内
燃
力
発
電
所
（
合
計

発
電
力
１
万
１
１
０
０
㌗
）

が
設
備
さ
れ
て
い
る
。

３
千
３
０
０
㌗
の
地
熱
発

電
容
量
は
、
同
島
の
ベ
ー
ス

電
力
量
で
、
需
要
の
低
い
春

季
の
必
要
電
力
の
ほ
と
ん
ど

は
、
地
熱
で
供
給
で
き
る
。

夏
季
の
夜
は
電
力
需
要
が
１

万
１
千
㌗
を
超
え
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
が
こ
う
し
た
ピ
ー

ク
ロ
ー
ド
に
対
応
し
て
発
電

す
る
。

八
丈
島
地
熱
発
電
所
は
ド

ラ
イ
蒸
気
方
式
を
採

用
し
て
い
る
。
地
下

４
～
５
㎞
の
と
こ
ろ

に
は
マ
グ
マ
溜
り
が

あ
り
、
地
下
１
千
５

０
０
㍍
付
近
で
は
地

下
水
が
過
熱
さ
れ
熱

水
が
貯
留
さ
れ
て
い

る
の
で
熱
水
を
地
上

に
取
り
出
し
、
減

圧
・
熱
水
を
除
去

し
、
１
７
０
℃
程
度

の
ド
ラ
イ
蒸
気
と
し

て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を

回
転
さ
せ
て
発
電
す

る
。
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
た
蒸
気
は
約
４
０

℃
と
な
り
、
復
水
器

の
中
で
冷
却
水
に
よ

り
凝
縮
さ
れ
、
同
じ

温
度
の
温
水
に
な

る
。
こ
れ
は
、
温
室

キャップブロック


